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広
報
り
っ
と
う

今
月

の
主

な
内

容
・

特
集

：
迎

春
・

大
臣

表
彰

を
受

け
ら

れ
た

皆
さ

ん
・

市
長

へ
の

手
紙

・
り

っ
と

う
再

発
見

栗
東
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と

（
市
民
体
育
館
）

今
年

は
い

よ
い

よ
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
が

開
幕

！
４

年
後

の
2024年

に
は

滋
賀

県
で

国
民

ス
ポ

ー
ツ

大
会

・
全

国
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

大
会

が
開

催
さ

れ
、

栗
東

市
民

体
育

館
が

レ
ス

リ
ン

グ
会

場
に

な
り

ま
す

。
栗

東
レ

ス
リ

ン
グ

ク
ラ

ブ
か

ら
も

、
全

国
レ

ベ
ル

で
活

躍
し

て
い

る
選

手
が

た
く

さ
ん

い
ま

す
。

未
来

の
日

本
代

表
を

目
指

し
、

今
日

も
子

ど
も

た
ち

は
頑

張
っ

て
い

ま
す

。
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「
和
」

あけまして
おめでとうございます

議長 藤田啓仁市長 野村昌弘

「
繋
げ
る
」

市長・議長に、今年の抱負を表した
文字を選んでもらいました。
新しい年が市民の皆さまにとって、
よき一年になりますように…。

　あけましておめでとうございます。
　市民に開かれた、わかりやすい議会の実現を目
指した議会基本条例に基づき、昨年 11 月に開催
した「子ども議会」では住みやすいまちづくりに、
提案要望をいただきました。また、「議会報告会」
では市民の皆さまと充実した意見交換をさせてい
ただきありがとうございました。
　本市では市民皆さまのご理解ご協力により財政
運営は改善しつつありますが、未だ道半ばです。住
民サービスの質を保ち、取組みを進めることが求
められます。
　「栗東 100 歳大学」、「子育てのための 12 か条」
が本市で誕生して、他の自治体にも活動が知られる
ようになりました。議会として２件の活動の応援を
議員の「和」により「全員一致」で賛同をいただき
ました。今後、議会改革の一環として、より良いま
ちづくりに向け、政策立案や政策提言が求められま
す。「和」の示すところを大切に考えてまいります。

　あけましておめでとうございます。
　本市は、おかげさまで昨年 8 月に 7 万人目の市
民をお迎えすることができ、高齢化率も 18.7％、
合計特殊出生率も 1.98 と全国的に見ましても若
く活気のある栗東市があるのは、市民皆さまのお
力添えのおかげだと改めて感謝申し上げます。
　今年は令和の時代に本格的に入っていく一年に
なります。新たな波にしっかりと乗れるように栗
東の地域資源を活かし、馬はじめ、交通の要衝、
豊かな自然など、これから市民の皆さまにしっか
りと体感していただけるように、議会の皆さまと
ともに取り組んでまいります。
　「いつまでも住み続けたくなる安心な元気都市栗
東」の構築に向け、何事にも果敢に挑戦し、誰も
が夢や希望を持ち活躍ができるまちづくり、栗東の

「元気」を市民の皆さまに感じていただくまちづく
りを目指し、一歩一歩着実に未来へ「繋げる」。こ
の決意を胸に、精一杯努力してまいります。　

※市長と議長の新春メッセージの動画を、１月１日より市ホームページに掲載し
ています。ぜひご覧ください。
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日本騎手クラブ
関西支部

支部長 福永祐一さん

澤田 真一さん
（芸術家）

　2019 年もたくさんの
応援をありがとうござ
いました。感謝を胸に、
2020 年を躍進の年にす
るために、まずは１月の
ファイナルに向けて、さ
らに精進します。
　今年も元気を届けられ
るよう頑張ります。栗東
市の皆さまのご健康とご
多幸をお祈りします。

田代 佳奈美さん
（バレーボール選手）

　2019 年よりうますぎ
る栗東大使に選んでいた
だき、本当に感謝してい
ます。
　滋賀の良さをたくさん
発信して、盛り上げてい
きます。栗東の皆さまと
一緒に、より良い地域作
りをしていきたいと思っ
ています。

BOYS AND MEN
小林 豊さん

（歌手・タレント）

近藤 寛子さん
（マラソン選手）

森田 まさのりさん
（漫画家）

　今年は９月に東京パラ
リンピックが開催されま
す。私にとってはおそら
くこれまでの人生で最大
のイベントになることと
思います。
　いつも応援してくださ
っている皆さまと共に、
最高の結果を残したいと
思います。

木村 敬一さん
（競泳選手）

　澤田真一氏の作品は
年々変化し、今は線を中
心としたものになってい
ますが、作品を観れば、
彼の作品と分かります。
不思議です。
　2020 年はどのように
変化するのか、期待が膨
らみます。

（社会福祉法人なかよし
福祉会本部事務長 瀧）

　今年は漫画やイラスト、
お笑いの舞台に限らず、
皆さんにより喜んでいた
だける事に色々挑戦して
いこうと思います。今年
も応援よろしくお願いし
ます。
　栗東の皆さまに幸多い
一年になりますように。

　今年はオリンピック・
パラリンピックの年、私
たちも栗東トレーニン
グ・センターで調教され
た馬とともに、国内外で
活躍することで、この地

“RITTO”を発信してい
きたいと思います。

新年メッセージが届きました。
2020 年も大使のさらなる活躍に
注目です！

　昨年は、たくさんのご
支援をいただきありがと
うございました。
　いよいよオリパライヤ
ーの幕開けです。夢をあ
きらめない！一日一日、
着実に前へ！応援よろし
くお願いいたします。
　栗東市の皆さまにも、
幸多き一年でありますよ
うにお祈り申し上げます。
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市
で
は
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内
の
小
学

４
年
生
を
対
象
に
「
栗
東
の
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
～
私
の
住

み
た
い
ま
ち
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
絵
画
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

11
月
23
日
の
表
彰
式
で
受
賞
さ
れ
た
５
人
の
絵
画
を
紹
介
し
ま
す
。

「緑とえがおあふれるまち」
大宝小学校　森 心温さん

わたしは、やまのこで森の大切
さを知りました。みんなで自然とふ
れ合い、緑を大切にして、動物も人
もえがおでくらせるまちになるとい
いなという思いで描きました。

最優秀賞

「大すきな栗東市」
治田東小学校　山口 菜々子さん

大人になったときに、すてきな栗東市
になってほしいから。

「わたしも地いきの一員です !!」
大宝小学校　田中 美紀さん

地いきの一員としてすぐにできると思ったこ
とが、あいさつでした。あいさつは勇気のいるこ
とだけど、だれにでもあいさつをすることによっ
て、地いきの関わりが深まり、栗東市を良くする
ためにみんなできょう力できると思いました。手
形はわたしの決意です。　

「ゴミの分別」
大宝小学校　（匿名希望）

ゴミがふえているからポスターにかい
た。ゴミの分別を守ってほしい。

佳作

優秀賞

問生涯学習課 生涯学習推進係　☎ 551-0145 ＦＡＸ 552-5544

未
来
へ
！「
栗
東
の
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」

「なかよくくらそう」
治田小学校　窪田 真歩さん

りっとう市のみんなが助け合って、なかよく
くらしてほしいなぁと思ってかきました。

優秀賞

佳作
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毎
年
、
こ
の
時
期
に
葉
山
東
学
区
で

開
催
さ
れ
て
い
る
「
餅
つ
き
と
凧
つ
く

り
」。
葉
山
東
学
区
地
域
振
興
協
議
会

福
祉
人
権
部
会
・
青
少
年
部
会
の
主
催

で
、「
子
ど
も
た
ち
が
地
域
と
の
交
流

を
深
め
、
伝
統
行
事
を
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
」
と
の
思
い
を
込
め
て
企
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

凧
つ
く
り
で
は
、
ま
ず
、
凧
揚
げ
用

の
紙
に
、
子
ど
も
た
ち
が
好
き
な
絵
を

自
由
に
描
き
ま
す
。
竹
ひ
ご
を
固
定
し

た
り
、
凧
糸
を
通
す
作
業
は
、
少
し
難

し
く
、
保
護
者
や
地
域
の
人
に
手
伝
っ

て
も
ら
い
な
が
ら
な
ん
と
か
完
成
。
で

き
あ
が
っ
た
凧
を
持
っ
て
、
い
そ
い
そ

と
小
学
校
の
校
庭
に
移
動
、
風
が
吹
く

中
、
思
い
き
り
走
り
、
自
分
た
ち
が
作

っ
た
凧
が
空
高
く
揚
が
る
と
、
う
れ
し

そ
う
に
見
上
げ
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。

12月 7日
コミュニティセンター葉山東

年末年始の風物詩…
地域で交流
伝統行事を楽しもう

餅つきと凧つくり

　

餅
つ
き
で
は
葉
山
東
福
祉
の
会
の
皆

さ
ん
が
朝
か
ら
準
備
さ
れ
て
蒸
し
あ
が

っ
た
も
ち
米
を
臼
に
入
れ
、
杵
で
力
を

入
れ
て
、“
ぺ
っ
た
ん
！
ぺ
っ
た
ん
！
”

と
つ
き
ま
し
た
。
つ
き
た
て
の
お
餅
に

お
ろ
し
大
根
と
醤
油
、
あ
ん
こ
、
き

な
粉
を
ま
ぶ
し
て
試
食
。「
お
餅
お
い

し
い
！
」「
お
か
わ
り
ほ
し
い
！
」
の

元
気
な
声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
上
が
り
ま

し
た
。
つ
き
た
て
の
柔
ら
か
な
お
餅
は

た
ま
ら
な
く
お
い
し
く
、
笑
顔
い
っ
ぱ

い
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
で

し
た
。

　
「
昔
な
が
ら
の
も
の
づ
く
り
、
手
づ

く
り
っ
て
大
変
…
」
だ
け
ど
、「
楽
し

い
！
」「
お
い
し
い
！
」
を
実
感
で
き

た
一
日
で
し
た
。

　

２
０
２
０
年
も
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て

よ
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
…
。

可愛く描けた！

また作りたい！

凧揚げ楽しみ！

凧つくり

楽しかった！
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問
土
木
管
理
課 
管
理
用
地
係

  

☎
551-

０
２
９
２　

ＦＡＸ
552-

７
０
０
０

　

市
で
は
、
地
域
の
企
業
が
道
路
の
清

掃
や
植
栽
の
剪
定
、
除
草
な
ど
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
「
り
っ
と
う
美
知

メ
セ
ナ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
27
年
度
か
ら
「
り
っ

と
う
美
知
メ
セ
ナ
」
に
参
加
い
た
だ
い
て

い
る
４
企
業
に
、
２
期
４
年
間
の
継
続
へ

の
感
謝
を
込
め
、
市
か
ら
感
謝
状
を
贈

呈
し
ま
す
。

　

参
加
登
録
企
業
を
引
き
続
き
募
集
し
て

い
ま
す
。
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
と

も
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◦
表
彰
企
業
…
ユ
ウ
キ
産
業
㈱
、
㈱
藤
尾

設
備
工
業
所
、
㈱
ユ
タ
カ
産
業
、
呉

羽
テ
ッ
ク
㈱

「
り
っ
と
う
美み

知ち

メ
セ
ナ
」

継
続
企
業
に
感
謝
状

　

11
月
27
日
、
野
尻
在
住
の
小

林
一
成
選
手
に
栗
東
市
ス
ポ
ー

ツ
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
林
選
手
は
、
昨
年
10
月

の
「
第
81
回
日
本
商
業
開
発
全

日
本
ベ
テ
ラ
ン
テ
ニ
ス
選
手
権

19
」で
35
歳
以
上
シ
ン
グ
ル
ス
、

ダ
ブ
ル
ス
の
両
部
門
で
優
勝
。

８
歳
で
テ
ニ
ス
を
始
め
、
高
校

在
学
中
に
は
「
関
西
ジ
ュ
ニ
ア

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
」
で
シ
ン

グ
ル
ベ
ス
ト
16
位
な
ど
、
こ
れ

ま
で
輝
か
し
い
功
績
を
収
め
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
躍
が
い
っ
そ
う
期

待
さ
れ
る
小
林
選
手
。「
仕
事

を
し
な
が
ら
、
自
分
を
追
い
込

ん
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で

き
た
成
果
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
も
関
わ
っ
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

小林一成選手に栗東市スポーツ賞

おめでとうございます！大臣表彰を受けられた皆さん
　

19
年
の
長
き
に
わ
た
り
各
種

統
計
調
査
の
統
計
調
査
員
と
し

て
尽
力
。「
大
臣
表
彰
を
い
た

だ
き
大
変
光
栄
で
す
。
継
続
は

力
な
り
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

来
年
は
国
勢
調
査
が
始
ま
っ
て

１
０
０
年
目
を
迎
え
る
年
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
の
発
展
が
著

し
い
で
す
が
乗
り
遅
れ
ず
、
今

後
も
正
確
な
統
計
調
査
に
貢
献

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
」。

総務大臣表彰
吉田 進さん

（川辺）

　

児
童
数
が
増
加
し
て
い
る
小

学
校
に
お
い
て
、
先
を
見
据
え

て
地
域
・
学
校
と
の
連
携
強
化

の
た
め
に
、
改
革
に
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。
他
校
に
は
な
い
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
作
成
し
た
り
、
子
ど
も
・

学
校
・
保
護
者
・
地
域
の
方
が

一
緒
に
通
学
路
を
点
検
し
、
認

識
の
共
有
や
問
題
解
決
な
ど
に

努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
　
　
　

 

治
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

高額療養費の支給申請をする皆さんへ
　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が

高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
を
す

る
と
き
は
、
対
象
月
の
医
療
費

の
領
収
書
、
も
し
く
は
支
払
証

明
書
が
必
要
で
す
。

　

高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
を

予
定
し
て
い
る
人
で
、
確
定
申
告

の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め

に
領
収
書
の
原
本
を
提
出
さ
れ

る
場
合
は
、
確
定
申
告
の
前
に
あ

ら
か
じ
め
領
収
書
の
コ
ピ
ー
を

と
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

領
収
書
も
支
払
証
明
書
も
無

い
場
合
は
、
高
額
療
養
費
の
支

給
申
請
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
（
領
収
書
の
再

発
行
や
支
払
証
明
書
の
発
行

は
、
病
院
な
ど
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
）。

■
支
給
申
請
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
認
印　

・
対
象
月
の
領
収
書

（
ま
た
は
支
払
証
明
書
）　

・
通
帳
な
ど
払
込
先
が
わ
か
る

も
の　

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個

人
番
号
）
が
わ
か
る
も
の

問
保
険
年
金
課 

　

国
民
健
康
保
険
係

  

☎
551-

１
８
０
７

  

ＦＡＸ
553-

０
２
５
０

市長より表彰を受けた小林選手（左）
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■手紙は必ず市長が読ませていただきま
す。個々の内容は関係する部署が責任を
持って返事を作成し、市長が確認・署名
をして、手紙でお返しします。

　内容によっては、担当課から直接、面談・
電話・電子メールにより、回答させてい
ただく場合があります。

■返事をお返しするまで多少日数がかかり
ますのでご承知ください。

■手紙の返事は郵便で送付するため、住所・
氏名の記入をお願いします。

■市民の皆さんには内容を抜粋して、市
ホームページなどで公開します。

　左の用紙をご利用いただくほか、はがき
や私製の封書、インターネット（市ホー
ム ペ ー ジhttp://www.city.ritto.lg.jpか
ら市長の部屋→市長への手紙→市長への
手紙へ進む）などで受け付けています。
また、市役所１階ロビー、なごやかセン
ター、市立図書館、栗東西図書館、各コ
ミュニティセンターにも用紙を設置して
います。

キ
リ
ト
リ
線

キ
リ
ト
リ
線

　封筒を作り、市長へ送って
ください。
①キリトリ線に沿って切り、

中央を山折りにします。
②のりしろにのりをつけて貼

り合わせ、封筒を作ります。
③切手を貼らずにそのままポ

ストへ投函してください。

（山折り）

キ
リ
ト
リ
線

栗
東
市
安
養
寺
一
丁
目
十
三
番
三
十
三
号

「
市
長
へ
の
手
紙
」

栗 

東 

市 

長 

行

料金受取人払郵便

差出有効期間
2021年4月
30日まで

（ ）切手を貼らずに
お出しください

栗東局
承 認

０５２０３０９

79

の り し ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

　まちづくりに関することや、日々の
生活の中で市政で気付いたこと、考えて
いることなど、皆さんのご意見、ご提案
をお待ちしています。

市長への手紙
あなたの意見を

お寄せください

問秘書広報課 広報・広聴係
　☎ 551-0641　ＦＡＸ553-1280
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の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

キ
リ
ト
リ
線

キ
リ
ト
リ
線

キ
リ
ト
リ
線

住

　所

氏
名

年
齢

性
別

市長への手紙

〒（　　　　ー　　　　　　）

題名

問保険年金課 国民健康保険係
　☎ 551-1807　ＦＡＸ 553-0250

国保被保険者の皆さんへお知らせ 
整骨院や接骨院（柔道整復師）

のかかり方
■被保険者証（国保）の使用について　  
　整骨院や接骨院での施術（治療）には、
被保険者証を使える場合が限定されてい
ますので、受診の際にはご注意ください。
1. 保険証が使える場合
　急性などの外傷性の打撲・捻挫・およ

び挫傷（肉離れなど）・骨折・脱臼
※骨折・脱臼については医師の同意が

必要です（応急処置を除く）
2. 保険証が使えない場合
◦単なる肩こり、筋肉疲労 
◦病気（神経痛・リウマチ・五十肩・関節炎・

ヘルニアなど）からくる痛み・こり 
◦脳疾患後遺症などの慢性病 
◦過去の交通事故などによる後遺症 
◦症状の改善の見られない長期の治療 
◦仕事中や通勤途上におきた負傷 （労災

保険の対象となる場合）など

■施術をうけるときの注意
1. 負傷原因を正確に伝えましょう。
　整骨院や接骨院で施術（治療）を受け

るときは、負傷の原因を正確に伝えま
しょう。また、交通事故での負傷の場
合は、市役所保険年金課に届出をお願
いします。

2. 施術が長期にわたる場合は、医師の
診断を受けましょう。

　長期の場合、内科的要因も考えられま
すので、医師の診断を受けましょう。

3. 療養費支給申請書への署名（サイン）
はご自身が記入してください。

　署名は、療養費支給申請書の内容を確
認し、必ずご自身が記入してください。

4. 領収書は必ずもらいましょう。
　領収書は必ずもらって保管しておき、

市から送付する医療費通知で金額・日
数の確認をしてください。

■施術日や施術内容を、市からお尋ねす
ることがありますので、ご協力をお願
いします。

8No.972　2020. 1. １　広報りっとう
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市
で
は
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
令
和
２
年
４

月
診
療
分
か
ら
子
ど
も
の
医
療
費
の
助

成
範
囲
を
小
学
１
年
生
～
３
年
生
の
通

院
医
療
費
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

対
象
年
齢
の
児
童
の
保
護
者
に
は
、

令
和
２
年
１
月
中
旬
に
受
給
券
の
交
付

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

令
和
２
年
４
月
か
ら
、
小
学
1
年
生
～
3
年
生
の
医
療
費
助
成
を
拡
大
し
ま
す

問
保
険
年
金
課 

福
祉
医
療
係

　

☎
551-

０
３
１
６　

ＦＡＸ
553-

０
２
５
０

〇
助
成
内
容

≪
自
己
負
担
金
≫

◦
通
院
…
１
診
療
報
酬
明
細
書
当
た
り

　
　
　
　

５
０
０
円

　
　
　
　

(

調
剤
は
自
己
負
担
金
な
し)

◦
入
院
…
自
己
負
担
金
な
し

※
保
険
診
療
外
の
自
己
負
担
額(

健
康

診
断
、
予
防
接
種
、
入
院
時
の
食
事

代
な
ど)

は
助
成
の
対
象
外
で
す
。

〇
対
象
時
期

令
和
２
年
４
月
診
療
分
か
ら

〇
対
象
者

　

小
学
１
年
生
か
ら
小
学
３
年
生
（
当

該
年
度
中
に
満
７
歳
、
８
歳
、
９
歳

に
な
る
人
）

〇
申
請
方
法

令
和
２
年
１
月
中
旬
に
対
象
年
齢

　

の
児
童
の
保
護
者
に
対
し
、
受
給

　

券
の
交
付
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

令
和
２
年
２
月
21
日
㈮
ま
で
に
必

　

要
事
項
を
記
入
の
上
、
子
ど
も
の

　

健
康
保
険
証
の
写
し
を
添
え
て
同

　

封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
て
く

　

だ
さ
い
。

〇
小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生
の
子

ど
も
入
院
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生
に
つ

　

い
て
は
引
き
続
き
、
入
院
医
療
費

　

の
み
助
成
し
ま
す
。

　

受
給
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

医
療
機
関
で
保
険
診
療
分
を
支

払
っ
た
後
、
領
収
書
な
ど
を
持
参

し
て
保
険
年
金
課
で
払
戻
し
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
高
額
療
養
費
」
や
「
附
加
給
付
金
」

に
該
当
す
る
場
合
は
、
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
の
給
付
を
受
け
て

か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対象者 令和２年３月
診療分まで

令和２年４月
診療分から

小学１年生
～３年生

入院医療費を助成
（払戻し申請）

通院医療費と入院医療費を助成
（オレンジ色の受給券を交付
通院医療費は自己負担あり）

小学４年生～
中学３年生 入院医療費を助成（払戻し申請）

※
障
が
い
者
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
福
祉

医
療
費
助
成
や
、
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
場
合
は
そ
の
制
度
が
優
先
と

な
り
ま
す

（受給券のイメージ・オレンジ色）

図１

〇
受
給
券
に
つ
い
て
（
左
の
図
１
参
照
）

　

申
請
書
受
付
後
、
３
月
中
旬
か
ら
順

次
受
給
券
を
発
送
し
ま
す
。

※
受
給
券
は
県
内
の
み
有
効
で
す
。

※
県
外
で
受
診
さ
れ
た
場
合
は
、
医
療

機
関
で
保
険
診
療
分
を
支
払
っ
た

後
、
領
収
書
な
ど
を
お
待
ち
の
上
保

険
年
金
課
で
払
戻
し
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。
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栗東トレセン開設50周年を記念し、Ｊ-クレジットを購入
　

金
勝
生
産
森
林
組
合
が
森
林

保
全
活
動
の
一
つ
と
し
て
取
り

組
む
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
。
国
が

認
め
る
二
酸
化
炭
素
（
CO2

）
の

排
出
量
取
引
制
度
で
、
森
林
管

理
に
よ
る
CO2
吸
収
量
を
「
ク
レ

ジ
ッ
ト
」
と
し
て
取
得
し
、
企

業
な
ど
に
販
売
す
る
取
組
み
で

す
。
森
林
経
営
団
体
と
し
て
は

県
内
で
唯
一
、
金
勝
生
産
森
林

組
合
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
Ｊ

Ｒ
Ａ
栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ

ン
タ
ー
が
50
ト
ン
分
購
入
。
11

月
28
日
、
市
役
所
で
購
入
証
書

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

栗
東
ト
レ
セ
ン
の
河
原
場
長

は
「
金
勝
の
恵
ま
れ
た
自
然
の

中
で
馬
が
育
っ
て
い
ま
す
。
森

の
未
来
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い

ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。写真右から、金勝生産森林組合・澤組合長理事、

野村市長、JRA 栗東トレーニング・センター河原場長

「
虐
待
か
な
？
」
と
思
っ
た
ら
、
お

住
い
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
人
の
お
名
前
が
、

相
手
に
伝
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

高
齢
者
虐
待

問
栗
東
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
安
養
寺
１
９
０　

な
ご
や
か
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
558-

６
９
７
９　

ＦＡＸ
558-

８
７
３
６

　

栗
東
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
小
柿
１
ー
10
ー
10　

ゆ
う
あ
い
の
家
内
）

　

☎
584-

４
１
２
１　

ＦＡＸ
584-

４
１
２
８

　

葉
山
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
出
庭

６
９
７
ー
1　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
淡
海
荘
内
）

　

☎
552-

５
２
８
０　

ＦＡＸ
551-

２
３
２
３

　

栗
東
市
長
寿
福
祉
課　

高
齢
福
祉
係

　

☎
551-

１
９
４
０　

ＦＡＸ
551-

０
５
４
８

虐待の種類 定　　義

身体的虐待 暴力など、身体的に虐待を
行うこと

性的虐待 性的な嫌がらせを行うこと

心理的虐待 ことばによる暴力、無視など
で精神的苦痛を与えること

介護・世話の
放棄・放任 世話の放任や放置を行うこと

経済的虐待 本人に無断で金銭を使用した
り、本人に使用させないこと

子
ど
も
た
ち
は
、
育
ち
の
中
で
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
を
吸
収
し
て
い
き
ま
す
。
善

い
こ
と
も
、
悪
い
こ
と
も
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

「
善
い
こ
と
は
良
い
」「
悪
い
こ
と
は

悪
い
」
と
正
し
く
判
断
し
行
動
で
き
る

力
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
繰
り
返
し
言
わ

れ
続
け
て
き
た
保
護
者
を
は
じ
め
と
す

る
、
家
族
や
周
り
の
人
の
言
葉
に
よ
っ

て
身
に
付
い
た
能
力
で
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
園
や
学
校
生
活
で
、

い
じ
め
や
問
題
行
動
で
つ
ら
い
思
い
を

す
る
こ
と
な
く
、
お
互
い
に
思
い
や

り
、
心
を
寄
せ
合
い
な
が
ら
、
楽
し
く

過
ご
し
、
学
習
や
学
校
行
事
を
は
じ
め

と
す
る
い
ろ
い
ろ
な
取
組
み
が
出
来
る

よ
う
、
本
市
で
は
、『
子
育
て
の
た
め

の
12
か
条
』
を
作
成
し
、
そ
の
実
践
を

し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
賛
同
を
い
た
だ
い
て

い
る
地
域
諸
団
体
の
名
称
を
「
栗
東
市

　

子
育
て
の
た
め
の
12
か
条
」
推
進
会

議
と
変
更
し
、
園
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
、
企
業
と
一
体
と
な
っ
た
取
組
み
へ

と
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

生
き
て
い
く
う
え
で
の
大
切
な
教
養

を
身
に
付
け
、
お
互
い
を
思
い
や
り
、

自
分
を
大
切
に
、
人
を
大
切
に
、
物
を

大
切
に
し
て
、
学
校
生
活
や
家
庭
生
活

子
育
て
の
た
め
の
12
か
条
の
取
組
み

を
過
ご
せ
る
よ
う
ご
家
庭
で
も
、
お
子

さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
お
友
だ
ち

も
一
緒
に
成
長
で
き
る
声
か
け
や
、
働

き
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

何
気
な
い
毎
日
の
繰
り
返
し
の
中
に

全
て
の
基
礎
が
あ
り
ま
す
。
周
り
に
い

る
大
人
が
、
ほ
ん
の
少
し
意
識
を
し
、

言
葉
か
け
を
す
る
だ
け
で
、
子
ど
も
た

ち
は
自
然
と
素
養
を
身
に
付
け
、
意
識

し
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
回
配
布
し
ま
し
た
『
子
育
て
の
た

め
の
12
か
条
』
の
チ
ラ
シ
は
、
い
つ
も

見
え
る
と
こ
ろ
に
貼
っ
て
い
た
だ
き
、

絶
え
ず
意
識
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
「
栗
東
市　

子
育
て
の
た
め
の
12
か

条
」
推
進
会
議
事
務
局

　
（
生
涯
学
習
課
内
）

　

☎
551-

０
１
４
５ 

ＦＡＸ
552-

5
５
４
４
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子 育 て 情 報

草津警察署安全伝言板

～あそびについて～

問地域子育て支援センター
・大宝東児童館内  ☎ 551-2370  ＦＡＸ 551-2330
・治田西カナリヤ第三保育園内
                         ☎ 553-3907  ＦＡＸ 553-3908
・金勝児童館内     ☎ 558-3527  ＦＡＸ 558-3527
・治田東児童館内  ☎ 554-6115  ＦＡＸ 554-6116

仕事や家事、子育てに追われ、子どもの「あそ
んで」コールにすぐに応えてあげられないことは
ありませんか。

子どもは好奇心の塊。
「あそび」の中でたくさんのことを学び、成長

していきます。子どもにとってあそびに決まりは
なく、大人が思いつかないことをなんでもあそび
にできる達人とも言えます。大人から見れば、困
ると感じる行動（すぐに動きまわる・口に入れる・
物を投げるなど）でも、子どもにとっては「楽し
い」と感じることもあります。危険を伴う行為に
関しては、大人の判断が重要ですが、場所や場面
を変え、「楽しい」と感じることをやらせてあげ
ることも大切です。

でも大人は、子どもとあそばなければならない
と負担を感じる必要はありません。

子どもの年齢に応じた方法を「一緒に見つけて
一緒に楽しむ」ことがあそびの第一歩ではないで
しょうか。例えば、毎日の家事からあそびに繋げ
られる場面を見つけることも方法の一つです。洗
濯物をたたむ時、「いないいないばぁ」と顔を隠
してみたり、「どの色のタオルが好き？」と会話
を楽しんでみたりすることも良いでしょう。

また、家事の中で簡単にお手伝いできることを
見つけ挑戦させてみる。そして、「上手にできたね」

「ありがとう」と褒めてあげると、子どもはとて
も喜びます。少し目線を変えてみると、日常の生
活の中にも楽しいあそびを、いっぱい見つけるこ
とができますね。
「自分でやってみたい」という子どもの気持ち

を大切にし、一歩引いてフォローするような見守
り方で一緒に楽しんで
みましょう。

「保険金の手続きをサポートする」と勧誘する住宅修理に注意！
＜相談事例＞

来訪した業者に「家屋に壊れたところはな
いか。損害保険で負担なく修理が出来る」と
勧誘され、台風でベランダの屋根がゆがんだ
ことを話すと調査員を手配するというので申
込書にサインした。

よく見ると「保険金額が、見積り金額より
安くて工事が困難な場合は、30％の手数料
を払う」と記載されていた。手数料の話は聞
いていないし、不審なのでやめたい。
＜助言＞

自然災害による住宅修理について「保険金
が使える」と勧誘されても、損害保険金が実
際にいくら支払われるのか、また、そもそも
保険金が支払われるかどうかわかりません。
まずは自分が加入している保険契約の内容を
確認し、契約している保険会社や代理店に相
談しましょう。

住宅修理とは別に保険金を請求する手続き
をサポートするという契約をさせられ、その
手数料を請求される場合がありますが、保険
金の手続きの手数料は損害保険の対象とはな
りません。
「自己負担はない」と住宅修理の勧誘をさ

れても、本当に負担なく必要な修理ができる
かどうかわかりません。その場ですぐに契約
せず、修理の必要性や契約内容を十分に確認
し、家族や周りの人にも相談しましょう。

問自治振興課 消費生活相談窓口（相談無料）
　　9:15 ～ 12:00　13:00 ～ 16:00
　　☎ 551-0115　ＦＡＸ551-0432
　滋賀県消費生活センター（相談無料）
   　9:15 ～ 16:00
　　☎ 0749-23-0999　

問草津警察署
　☎ 563-0110　ＦＡＸ 563-0116

◆１１０番通報の適切な利用◆
１月10日は１１０番の日です。１１０番

をかけると、「１１０番緊急電話です。」「事
件ですか、事故ですか？」とお尋ねします。

その後、「いつ」「どこで」「何があったか」
などを順番に聞いていきますので、あわて
ず、落ち着いて質問に答えてください。
◆１１０番通報のお願い◆

１１０番は、事件・事故などの緊急事態を
警察にいち早く通報するための専用電話です。

警察への意見要望、問い合わせ、相談な
どは警察相談専用ダイアル「＃９１１０」、
または、草津警察署、最寄りの交
番・駐在所へお願いします。
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「栗東ゆかりの
　戦国武将・宮

み や ぎ

城豊
と よ も り

盛」

戦
国
時
代
の
近
江
国
（
滋
賀
県
）

で
は
、
多
く
の
武
将
た
ち
が
活
躍
し

ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
宮
城
豊
盛

（
１
５
５
４
～
１
６
２
０
）
と
い
う

戦
国
武
将
が
い
た
こ
と
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
？

豊
臣
秀
吉
や
徳
川
家
康
に
仕
え
た

宮
城
豊
盛
は
、
豊
臣
秀
吉
か
ら
、
東

坂
村
（
現
在
の
栗
東
市
東
坂
）
や
手

原
村（
現
在
の
栗
東
市
手
原
）、ま
た
、

大
橋
村
（
現
在
の
栗
東
市
大
橋
）
な

ど
に
５
０
０
０
石
の
所
領
を
与
え
ら

れ
、
大
橋
村
に
屋
敷
を
構
え
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

慶
長
３
年
（
１
５
９
８
）
に
豊
臣

秀
吉
が
亡
く
な
る
と
、
徳
川
家
康
の

指
示
に
よ
っ
て
朝
鮮
に
派
遣
さ
れ
、

朝
鮮
に
出
兵
し
て
い
た
武
将
た
ち
の

帰
国
に
尽
力
し
ま
し
た
。

ま
た
、
慶
長
10
年
（
１
６
０
５
）

に
は
、
豊
臣
秀
頼
の
も
と
で
京
・
金

戒
光
明
寺
（
現
在
の
京
都
市
左
京
区

黒
谷
町
）
の
阿
弥
陀
堂
再
建
の
普
請

奉
行
を
務
め
ま
し
た
。

激
動
の
時
期
に
お
い
て
、
石
田

三
成
の
挙
兵
を
徳
川
家
康
に
報
告

し
、
慶
長
19
～
20
年
（
１
６
１
４
～

１
５
）
の
大
坂
冬
の
陣
・
夏
の
陣
に

も
参
加
す
る
な
ど
、
歴
史
上
の
重
要

な
場
面
を
生
き
抜
い
た
武
将
で
も
あ

り
ま
す
。

晩
年
は
、
慈
照
寺
（
銀
閣
寺
）
の

再
建
や
、
知
恩
院
の
山
門
お
よ
び
経

蔵
の
建
立
な
ど
の
普
請
奉
行
を
務

め
、
京
に
滞
在
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、元
和
６
年
（
１
６
２
０
）

に
京
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

宮
城
豊
盛
の
墓
は
、
栗
東
市
東
坂

の
阿
弥
陀
寺
に
あ
り
ま
す
。

天
正
９
年
（
１
５
８
１
）、
阿
弥

陀
寺
は
、
火
災
に
遭
い
、
堂
舎
が
焼

失
し
ま
し
た
が
、
当
時
、
同
所
領
を

治
め
て
い
た
宮
城
豊
盛
が
尽
力
し
、

再
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
、
阿
弥
陀

寺
で
宮
城
豊
盛
の
墓
が
営
ま
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
、
２

月
29
日
㈯
に
、
栗
東
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
観
光
ガ
イ
ド
協
会
と
の
共
催
で
、

宮
城
豊
盛
に
関
す
る
歴
史
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
来
月
号
の
「
お
知
ら

せ
版
」
に
掲
載
予
定
で
す
。
栗
東
市

に
ゆ
か
り
の
あ
る
戦
国
武
将
・
宮
城

豊
盛
に
つ
い
て
、
お
知
り
い
た
だ
く

良
い
機
会
で
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問栗東歴史民俗博物館　
　☎ 554-2733　　ＦＡＸ 554-2755

154

宮城豊盛像（栗東歴史民俗博物館 所属）

問
幼
児
課

　

☎
551-

０
４
２
４　

ＦＡＸ
551-

０
１
４
９

よ
り
よ
く
生
活
す
る

た
め
の
12
か
条
22

《葉山幼児園》「考えて行動できる子どもに」

先
日
、
園
内
作
品
展
を
開
催
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
廃
材
な
ど
の

色
々
な
教
材
を
使
い
、
無
心
で
作
っ

た
作
品
は
、ど
れ
も
個
性
に
あ
ふ
れ
、

素
敵
な
も
の
で
し
た
。

夢
中
で
一
つ
の
こ
と
に
向
か
っ
て

い
く
無
邪
気
な
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、

園
生
活
の
中
で
は
「
こ
れ
で
い
い
か

な
？
」
と
振
り
返
り
、
考
え
て
行
動

す
る
こ
と
が
必
要
な
場
面
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
お
も
ち
ゃ

の
取
り
合
い
に
な
っ
た
時
「
大
き
な

声
で
相
手
を
驚
か
せ
て
、
自
分
の
物

に
し
て
も
い
い
の
？
」「
ど
う
す
れ

ば
、
使
い
た
い
気
持
ち
を
相
手
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
？
」な
ど
、

子
ど
も
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
手
を

洗
う
場
面
で
は
、「
手
を
水
で
ぬ
ら

す
だ
け
で
い
い
？
」「
何
の
た
め
に

す
る
の
か
な
？
」
と
、
問
い
か
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
普
段
、
繰
り
返

し
何
気
な
く
行
っ
て
い
る
生
活
習
慣

に
「
な
ぜ
？
」
と
考
え
る
機
会
を

子
ど
も
た
ち
か
ら
奪
っ

て
い
な
い
か
、
保
育
者

自
身
が
振
り
返
り
保
育

を
す
る
よ
う
に
、
心
が

け
て
い
ま
す
。



上手い！たくみな技術
美味い！みごとな料理
旨い！！くらしの知恵
馬！！！栗東といえば
など、まちの「うますぎ！」を紹介します。
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今月のうますぎ★ブランド

今月のキラリ★企業

栗東の野菜を食べて、地域を知って、歴史や文
化を学び、まちをもっと好きになってください。
そして、大人になっても「地元の野菜やお米を使
った給食はおいしかった」と次世代に継承してい
ただけたらうれしいです。

私たちも、おいしい栗東産野菜を伝えていける
よう栗東の農業と農地を守っていきます。

冬の寒さが増し
てきました。畑の
野菜たちは、寒さ
に耐えながら栄養
分をギュッと蓄え
て甘い野菜に成長
します。
「栗東の旬のお

いしい野菜を子どもたちに届けたい」そんなこだ
わりを持って農家の皆さんは、栗東食育ファーム
の会をつくり、自主的に活動をしています。

また、学校給食では、毎年冬に特別給食として、
農業者・調理員と子どもたちで鍋メニューを一緒
に食べ、交流を持つ場を作っています。

「愛情 伝わる、
　　　栗東産野菜がおいしい！」

問農林課 農政係
　☎551-0124　ＦＡＸ551-0148

学校給食出荷用白菜の検査

◀
生
産
者
と
お
で
ん
鍋
を
囲
む
4
年
生

「人」が「支」えるテクノロジー

当社は栗東市
苅 原 に 生 産 拠
点を構え、金属
製品製造業とし
て、精密部品の
精密板金加工や
製造、試作など
に取り組んでいます。

このたび、市から生産性向上特別措置法に基づ
く先端設備導入の認定を受け、小型レーザー加工
機を導入したことで、製品の製造期間が短縮でき、
受注増に対応できると期待を持っています。

光栄テクニカにとって技術とは、「伎」（わざ）、

「人」が「支」えるテクノロジーです。優れた“創
る”能力を持っているのは人であり、マシンは人
の指示にしたがって優れた製品を“作る”のです。
モノづくりの現場において、設備はサポート役で
あり、主体は人です。

光栄テクニカにはどんな精密板金でもこなす
「人財」がいます。お客様のニーズそのものを形
にする「伎」があります。光栄テクニカの「伎術」
に、ぜひご期待ください。

株式会社光栄テクニカ
■住所…苅原134番地 ☎552-1700　ＦＡＸ553-5771
■ホームページ…http://koei-tech.com/index.html

◀
小
型
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
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お正月に向けて寄せ植え教室

金
勝
山
を
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク

11月21日（金勝地域）
　ノルディック・ウォークは２本のポー
ルを使って足腰の負担をやわらげる健康
ウォーキング。38人の参加者は、金勝寺を
拝観した後、馬頭観音堂を目指して歩き、
秋を感じながら金勝の豊かな自然を楽しみ
ました。

11月17日（安養寺地域）
　地域住民や商業者、各団体により開催
された「ふれあい いちょうまつり」。市役
所・たこ公園・椿山古墳の３か所で催さ
れたステージイベントや模擬店、ワーク
ショップ、フリーマーケットなどのバラ
エティ豊かな企画に大勢の来場者で賑わ
いました。

ふれあい いちょう
まつりに「黄

き

な祭
さ い

！」

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国
へ

11月2日（ビッグパレットふくしま）
　福島県で開催された第40回全国歯科保健
大会で「令和元年度親と子のよい歯のコン
クール」優秀者6組の厚生労働大臣表彰があ
りました。本市の大橋凛斗ちゃん・宏菜さ
ん親子が受賞し、代表して謝辞を述べられ
ました。

義
足
の
ダ
ン
サ
ー
が
伝
え
た
い
こ
と

12月4日（さきら）
　人権週間の協賛事業「人権文化事業」を
開催。リオデジャネイロパラリンピック閉
会式で世界を魅了した義足のダンサー・大
前光市さんが、だれもが持つ「無限の可能
性」をトークとダンスで表現されました。

たこ公園

市役所前
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フ
ォ
ト

ニ
ュ
ー
ス

12月12日（コミセン治田東）
　お正月飾り用の寄せ植え教室を開催。まずは自分で好きな
花苗や飾りを選び、全体のバランスを考えた配置を教えても
らいながら、和気あいあいと寄せ植えを作られていました。
　完成した一つひとつはとても豪華で美しく、部屋がお正月
の雰囲気でいっぱいになりました。

お正月に向けて寄せ植え教室

11月23日（野洲川運動公園陸上競技場）
　リオデジャネイロパラリンピックで
5位に入賞された“うますぎる栗東大
使”近藤寛子さんをゲストランナーに
迎え、「野洲川放水路通水40周年記念 
くりちゃんファミリーマラソン2019」
を開催しました。
　秋空の下、参加した735人は、家族
や仲間とともに楽しく自分のペースで
走り、爽やかな汗を流しました。

子どもから高齢者まで
楽しくマラソン

秋の実りに感謝 
～栗東農業まつり～
11月16・17日（JA栗東市総合センター
桃李館・田舎の元気や）
　栗東農業まつりが開催されました。地元
農家さん自慢の新鮮な野菜、加工品など、
おいしいものがたくさん登場しました。
　ステージイベントのほか、毎年好評の

「栗東大なべ」もふるまわれ、多くの来場
者で賑わいました。
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No.９７2
2020 1・１

人口（12月１日現在）　人口70,101人　男34,988人　女35,113人　前月より 45人増　世帯数28,389世帯

★輝く栗東人

栗東おっぱいっこクラブ
　びわこおっぱい塾は、現在県内の９カ所で開催。
栗東おっぱいっこクラブは、毎月第2木曜日注10
時～12時にコミセン治田東の和室で、助産師の参
加のもと活動。参加費は毎回100円、申込み不要。
不定期で子育てに関する講演会やイベントなども
開催 。
注月によって活動日が変

動する場合があるの
で、「栗東おっぱいっこ
クラブ」で検索してく
ださい。

■
活
動
の
き
っ
か
け
は
？

　

旧
安
土
町
で
、
母
乳
育
児
を
楽
し
む

お
っ
ぱ
い
塾
が
あ
っ
て
、
守
山
市
か
ら

通
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
近
く
で
も

子
育
て
を
し
て
い
る
お
母
さ
ん
た
ち

で
集
ま
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

２
０
０
６
年
6
月
、「
栗
東
お
っ
ぱ
い
っ

こ
ク
ラ
ブ
」
を
コ
ミ
セ
ン
大
宝
東
で
始

め
ま
し
た
。
お
っ
ぱ
い
塾
の
助
産
師
さ

ん
か
ら
つ
な
が
っ
た
メ
ン
バ
ー
７
人
で

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

■
活
動
内
容
は
？

　

現
在
は
、
月
に
一
回
、
コ
ミ
セ
ン
治

田
東
で
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
が

集
ま
っ
て
、
育
児
の
中
で
困
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
自
由
に
話
し
て
参
加
者
で

子育てを楽しんでお母さんも子どもたちも笑顔に

共
有
し
て
い
ま
す
。
家
で
子
育
て
を
し

て
い
る
と
、
大
人
と
会
話
を
す
る
機
会

が
減
っ
て
、
孤
独
を
感
じ
た
り
、
視
野

が
狭
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
母
さ
ん
た
ち

が
輪
に
な
っ
て
話
を
す
る
こ
と
で
、「
こ

ん
な
風
に
悩
ん
で
い
る
の
は
私
だ
け

じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
」
と
、
帰
る
と
き

に
少
し
で
も
楽
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら

う
れ
し
い
で
す
。「
こ
う
し
て
き
た
よ
」

と
経
験
を
伝
え
る
こ
と
で
、
何
か
自
分

な
り
の
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て

も
ら
え
る
よ
う
な
場
づ
く
り
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

■
ひ
と
こ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

現
在
、
お
世
話
役
は
10
人
。
色
々
な
こ

と
に
ア
ン
テ
ナ
を
は
っ
て
経
験
豊
か

な
人
や
、
人
と
つ
な
が
る
の
が
好
き

な
人
た
ち
の
集
ま
り
で
す
。
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
で
活
動
し
て
い

て
、
育
児
の
大
変
さ
だ
け
で
な
く
楽

し
さ
も
共
感
す
る
、
私
た
ち
に
と
っ

て
も
癒
し
の
場
で
す
。
参
加
者
同
士

の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、
自
分
ら
し

い
育
児
を
見
つ
け
る
き
っ
か
け
づ
く

り
に
も
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

母
乳
育
児
に
興
味
が
あ
る
人
だ
け

で
な
く
、
子
育
て
に
奮
闘
し
て
い
る

お
母
さ
ん
や
こ
れ
か
ら
出
産
す
る
妊

婦
さ
ん
な
ど
、
ど
な
た
で
も
大
歓
迎

で
す
。
ぜ
ひ
、
親
子
で
気
軽
に
遊
び

に
き
て
く
だ
さ
い
。

▲「話を聞いてもらえて気持ちが軽くなりました。
また参加したいです」と話されるお母さんも。


